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５年程前に、我が家の裏庭にあるホトトギスの葉が虫食い状になっていた。そこには毒々

しい毛を持った黒っぽい毛虫が何匹もいた。早速図鑑で調べると「ルリタテハ」の幼虫でし

た。それ以降、毎年ルリタテハが成長して蝶になり飛び立っています。 

以前「ジャコウアゲハの成長過程」を写真に撮ったことがあるので、今回はこのルリタテ

ハの幼虫から成虫への成長過程を写真に撮りました。 

 

（１）ルリタテハとは 

ルリタテハは中型の蝶で、翅の表

面はビロードのような光沢をもっ

た紺色で、瑠璃（ルリ）という名の

通り鮮やかな水色の帯模様が入っ

ています。 

飛んでいると、よく目立ちます。 

 

我が家では幼虫は９月～１１月

ごろ、２回ほど成長し飛び立ちます。 

 

このルリタテハの成虫は、花の蜜には訪れず、クヌギやコナラなどの樹液によく集まり、

忙しく飛び回っているので写真には撮りにくい。日光浴？をしている時は、翅を広げてまま

止まっているので、この時がシャッターチャンスです。 

 

（２）幼虫の食草：ホトトギス 

幼虫はサルトリイバラやホトトギスの

葉の裏に卵を 1 個づつ生んでいきます。 

卵から孵化した幼虫は、葉を食べなが

ら、いつも葉の裏での生活です。 

卵は１mm ぐらいの小さい球状ですが、

産卵の時には気付かず、その様子や卵の

写真は撮ることはできていません。 

 

 

 



 

 

右の写真は、

り大きく成長した幼虫です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の写真は、４齢

成長した幼虫です。

齢ぐらいか、

成長した幼虫です。 

、かな
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（３）毒々しい

ちょっと見には、毒々しく、触る

と毒があ

くありません。黄白色の棘状突起を

計６８本持っているそうです。

この写真は、何回

幼虫

脱

ろに残っています。

幼虫はこのように何回か脱皮し

その都度大きくなっていきます。

 

 

（４）幼虫から

・

幼虫

に体を

ります

す。

 

写真を撮る時に振動させたので、

体を丸めて

この段階は前蛹

その日のうちに、次の写真のよう

な蛹になります

 

（３）毒々しい

ちょっと見には、毒々しく、触る

と毒がありそうですが

くありません。黄白色の棘状突起を

計６８本持っているそうです。

この写真は、何回

幼虫（たぶん２齢

脱いだ黒い皮（外套）がお尻の後

ろに残っています。

幼虫はこのように何回か脱皮し

その都度大きくなっていきます。

 

（４）幼虫から

・・・逆さに

幼虫が食べるのを

体を下向きに固定し

ります。これ

。 

 

写真を撮る時に振動させたので、

体を丸めて J の字になりました。

この段階は前蛹

その日のうちに、次の写真のよう

な蛹になります

 

（３）毒々しい幼虫 

ちょっと見には、毒々しく、触る

りそうですが、触っても痛

くありません。黄白色の棘状突起を

計６８本持っているそうです。

この写真は、何回目かの脱皮後の

２齢）です。

黒い皮（外套）がお尻の後

ろに残っています。 

幼虫はこのように何回か脱皮し

その都度大きくなっていきます。

（４）幼虫から蛹へ 

さにぶらさが

食べるのを止め

下向きに固定し、

れはサナギになる前

写真を撮る時に振動させたので、

の字になりました。

この段階は前蛹と云い

その日のうちに、次の写真のよう

な蛹になります。 

ちょっと見には、毒々しく、触る

、触っても痛

くありません。黄白色の棘状突起を

計６８本持っているそうです。 

かの脱皮後の

です。 

黒い皮（外套）がお尻の後

幼虫はこのように何回か脱皮し

その都度大きくなっていきます。 

 

がります 

め、茎など

、ぶら下が

サナギになる前で

写真を撮る時に振動させたので、

の字になりました。

いますが、

その日のうちに、次の写真のよう

ちょっと見には、毒々しく、触る

、触っても痛

くありません。黄白色の棘状突起を

かの脱皮後の

黒い皮（外套）がお尻の後

幼虫はこのように何回か脱皮し

 

など

ぶら下が

で

写真を撮る時に振動させたので、

の字になりました。 

、

その日のうちに、次の写真のよう
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ジャコウアゲハなどのアゲハは、上

向きに帯糸をかけますが、このタテハ

は尾の端で逆さにぶら下がります。 

ぶら下がる場所は、ほとんどはホト

トギスの茎ですが、中には葉にぶら下

がったりもします。 

左は、外壁を 1.5 メートルも登り窓

枠にぶら下がった蛹です。 

 

 

 

 

 

脱いだ幼虫の外套（脱皮） 

・・・ 大きさは直径約１㎝ 

幼虫から蛹になる時には、今迄のイガイガの

針（棘状突起）のついた外套を脱ぎ捨てます。

直径約 1 ㎝ぐらいの大きさでした。 

 

 

 

（５）羽化していよいよ蝶へ   

 

今年は８頭の羽化を観察した

のですが、蛹になってから羽化ま

では、すべて１２日間でした。 

残念ながら、羽化の瞬間は見る

事ができませんでした。 

 

蛹から出たばかりの蝶の翅は

縮こまっており腹部は大きいの

ですが、翅を次第に伸ばしていく

と腹部はスマートになります。 

 

翅の裏面は、写真の様に灰褐色

で細かい模様があり、綺麗な表面

とは対照的です。このルリタテハは、通常は翅を立てて止まりますので（この写真の様に）、

樹皮や落ち葉に止まった時の保護色になっているのでしょう。 



 

羽化した

じっとして動きません。

午後一番

夕方までそ

夕方に電気

明るい電燈の

右の写真

に飛んでいき

時のものです。

カーテンを引き、窓ガラスを開け

ると、大空に飛び立

 

ルリタテハ

を越すそう

す。 

羽化した蝶は、数時間はそのまま

じっとして動きません。

午後一番に室内で

その場に留

電気をつけ

電燈の近くに

写真は、翌朝、

飛んでいき、カーテンに止まった

です。 

カーテンを引き、窓ガラスを開け

大空に飛び立って行きました

ルリタテハは成虫

うで、無事に

数時間はそのまま

じっとして動きません。 

室内で羽化した蝶は、

留まります。

けて暫らくす

近くに飛んで来ま

朝、明るい窓

カーテンに止まった

カーテンを引き、窓ガラスを開け

って行きました

成虫のまゝで寒

にどこかで

数時間はそのまま

羽化した蝶は、

。 

すると

ます。 

窓の方

カーテンに止まった

カーテンを引き、窓ガラスを開け

って行きました。 

寒い冬

で生き延び、
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翅に体液を

翅が伸び

し気持ち悪いですが、

うべん

ぐらい

 

 

 

、暖かくな

翅に体液を送る

翅が伸びきって不要な

し気持ち悪いですが、

うべん）で、排出

いでした。 

なって姿を見

 

（６）丸坊主

 

多くの

スは、葉は

す。しかし、

いるのが見

 

このように、丸坊主になったホトトギ

スでも翌年にはしっかり成長し、またル

リタテハを迎え

す。 

ることで、

不要な体液

し気持ち悪いですが、赤黒い排出物

排出跡の大きさは

 

見せてくれ

丸坊主になった

多くの幼虫が羽化した後のホトトギ

葉は食べられ丸坊主になってい

。しかし、写真の

見られます

このように、丸坊主になったホトトギ

年にはしっかり成長し、またル

リタテハを迎えても

、翅を伸ばすそうです。

体液は排出され

赤黒い排出物（

大きさは直径

れることを願

になったホトトギス

幼虫が羽化した後のホトトギ

食べられ丸坊主になってい

の右上には花をつけて

す。 

このように、丸坊主になったホトトギ

年にはしっかり成長し、またル

もらいたい

伸ばすそうです。

れます。少

（蛹便、よ

直径 1.5～2 ㎝

願っていま

ホトトギス 

幼虫が羽化した後のホトトギ

食べられ丸坊主になっていま

には花をつけて

このように、丸坊主になったホトトギ

年にはしっかり成長し、またル

いと思いま

以上

伸ばすそうです。

少

よ

㎝

ま

幼虫が羽化した後のホトトギ

ま

には花をつけて

このように、丸坊主になったホトトギ

年にはしっかり成長し、またル

ま

以上 


